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【キー ワー ド】
音声教育 ・発音指導 ・音声習得 ・対照分析 ・母語の影響
1.はじめに
日本語教育において、コミュニケー シ ョン能力の育成 が重視 され ている昨今、学習者
の発 音にもコ ミュニケーションに焦点 をあてた教育 が望まれて いる。コ ミュニケーシ ョ
ンの媒材が音声 になる場合、日本 人との接触場面で、学習者 が分か りやすい発音で話 し、
発話 を正確に開き取 るとい うことは、 コミュニケー ションを促 進す る大 きな鍵 となる。
コ ミュニケー ションを成立 させ るため、音 声の果たす一番 の役割は、意味を区別 し、
伝 えることであ る。 しか し、人が意思疎通を図るために音 を発す る とい う行為は、伝達
す る内容の語 ・文の意味の区別 はもちろん、話 し手の人柄な どのイ メージも聞き手に も
た らして しま うのではないだろ うか。本稿では、誤った情報や意 図 しない印象を与えず 、
日本語学習者 の円滑な コミュニケーシ ョンを促進す る音声教育 を考察す る同時 に母語
の影響が もた らす問題 を観察 してい く。
2.学習者の二一ズか ら考察す る音声教育
現在、日本語教育の現場における音声教育は他分野よ り遅れ ているとされている。ま
た、体系的 ・計 画的指導がなされていないことも指摘 されている。(谷口1991)
実際、現場の 日本語教師が一番苦労す るのが音声指導であ る。従来、音声教育では、
r誰に」r何を」rいっ」 「どう」教 えるかについて議論 されて きたが、それがま とまっ
た形で提示 されていない。また、数少ない教材 もただ、発 音矯正のみに注意が向けられ
作成 された ものが多 く、現実のコ ミュニケー ションにお ける音声表現 のさま ざまなバ リ
エー シ ョンが ほとん ど取 り上 げ られていないのが現状である。学習者 の 自由記述 による
二一 ズ調査結果(戸 田2GOl)では、発音クラス参加 に対 し学習 自らが、明確 な 目的意
識を持 ってい ることが判明 した。〔1)
自然 さや コ ミュニケーション能 力の育成が上位 を占める、この結果 を考慮す ると、単
音 レベルか ら、コ ミュニケーションまでを学べるよ うなカ リキュラムに沿った計画的な
音声教育 と、コミュニケー ションに役立つ発話の両方を結ぶ ことが必要であることが理
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解できる。学習者の求 める日本語のコ ミュニケーシ ョン能力育成のための音声教材が望
まれているのである。
授業中、偶然 出て きた誤用 を取 り上げる音声指導では、問題 となる指 導項 目は一度 し
か扱 われないこともある。そ こで、その場 を離れ ると、「教師が何を指導 したのか」「自
分が何 を誤 ったのか」、残 らない場合が多い。そのよ うな問題を解決す るためには、現
場で出現 した音声の誤用に対 してその揚 で対応するだけではな く、単音 から談話までシ
ラバスに沿った音声教育を行 うことが、生き生き とした 日本語 の習得 につながる有効な
教育 とな るのではないだろうか。
コミュニケーシ ョンに主眼を置いた音声指導では、学習者 自身が他者 とのコ ミュニケ
ーシ ョンを図る中で、自分の発音の問題 を意識化できる。また、習得 した項 目を繰 り返
し練習す ることで、スパイラル式 に音 声によるコミュニケー シ ョン能力を育成できると
考え られ るであろ う。 日本語学習者に とって、表現 したい内容を、r聞きやす くわか り
やすい発音で話す」とい うことは、学習上の二一ズの高い項 目の一つである。そのよ う
な発音 を 目標に、今期の実践教育では、単音 から、文 レベルの発話 、最終的には ロール
プ レイな どを使った様々な談話場面や 自己紹介などの独話を想定 した練習を行なった。
3.実習概要
実習 日時:2004年4月19日か ら7月12日 月曜4限 中の30～80分
実習者:山 田 京子 日本語母語話者
河 イル ムク 韓国語母語 話者 日本語学習歴6年
担 当学生:各 回の学習者の出席状況により異なるが、概ね下記の2名 を担 当
早稲田大学留学生別科 発音A3-4ク ラス(中 級前期～)
J 中国 吉林省出身 30歳 日本語学習歴8ヶ 月 2004年4月来 日
L 台湾 桃園県出身 28歳 目本語学習歴1年 半 2004年4月来 日
使 用 教材:『 コ ミュ ニ ケー シ ョンの た めの 日本 語発 音 レ ッス ン』 戸 田貴子 著







































1.日 本語 の音韻構造にっいての知識;日 本語の発音 について理解 を深める・
2.自 己モニター能力 の育成:自 己の発音の問題に気づき・意識化す る。
3.日本語に よる音声表現力の向上:外 国人学習者 にあま り接 した ことのない 日本人の
聞 き手に とっても、 より分か りやすい発音で話せ るよ うになる。
実習内容1
① 各 実習生が一課 を担 当し 【応用練習1部 分の教案 を実習 日の1週 間前までに作成
② 教案作成後、実習生全員10名 で教案 を検討 、模擬授業 を行 う。担 当教員の指導 を
経 って教案 の再作成.補 助教材の作成
③ 実習当 日は、教案担 当者の教案をもとに、グループの実習担 当者が・独 自の教案・
補助教材(図1)を 作成 し実習。学習者の発音 を録音、誤用分析を行 う
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④ 発音指導の実習後、実習担 当者 は実践報告シー トを、見学者 は見学シー トを作成
学習者が録音 してきた宿題を聞き、宿題 コメン ト表を作成す る
⑤ 実習翌週、実践報告、見学報告 を作成。 自己分析 ならびに相互評価 を実施・同時に
録音 した学習者の誤用を再生 し、実習生全員で検討す る
※ 中間 レポ・一 トで は、 日本語 と学習者 の母語の音韻体系の対 照分析 を実施。学習者の
誤用の原因について考察を行った。
4.中国語母語話者グ)発音
r能率的に学習効果 をあげるた めには、学習者の母語 と学習すべき外国語 との比較か
ら出発 しなけれ ばな らない」Lado(1957)の記述か らも明 らかなよ うに、音声教育におい
て効果的な発音指導 とは何かを考察す るには、学習者の特徴が顕著に現れ る母語の音韻
体 系を知る ことが大切である。本章では、学習者の誤用の原因や習得上の困難 点を探 る
ために、 日中両語 の対照分析 を行 う。
遠藤 〔1990)、朱(2QO1)、村木 ・中岡(1990)を始め として、中国語母語話者の 日本
語音声 の問題点を指摘 した先行研究は数多 く見 られ る。また、これ らにおいて指摘 され
た問題 点は多岐 にわたるが、本稿では実習中に観察 された学習者 の誤用の うち、意味の
識別 において誤解 を生ず る可能性のある問題点を中心に取 り上げま とめてみ る。
※ここでは、台湾 人母語話者が、台湾語の使用者ではないことか ら、中国語母語話者 と
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同 じ扱 い と した。
4.1母音の 問題













□ は 日本語 だけの母音
(>は中国語だけの母音
母音 の な か で も、 問題 に な るの は 、 日本 語 の 「ウ」 「エ 」 の音 で あ る。 日本 語 に比 べ
て 、 中国語のん![u]は円唇 で前に突 き出 して発音 され る。その ため、 目本 語のん/[田]も同
様 に発 音 され る と、 日本人 には強 めに聞 こ えて しま う。 また 、中国語 には単純 母音 として
の[e]が ない た め、 近似音 であ る/ai//ei//ie/で「エ」 の音 を代用 しよ うと し、 日本 人に
は2モ ー ラに聞 こえて しま う。逆 に 「エイ 」 のよ うな2モ ー ラの 竜)のが 、 中国語の2重 母
音,/ei/に近 く発音 され たもσ)は不 自然 に感 じられ る こともあ った。
内容 正 しい発音 誤 った発音 学習者の母語
フ ラ ン ス フラン ス
一
フ7ン ス う 台湾国語
人生 じんせい じん しえい 普通話
映画 えいが え いが 台湾国語
4,2子音の問題
4.2.1有市音 と無声音の混同
中国語においては、有声子音 と無声子 音の音素的対立がなく、有気音 と無気音による
対立が ある。 したがって、無気音 を有声音 と混同 して しまい、清音、濁音、半濁音の区
別が大 きな困難となる。 日本語は、清音 と濁音で対立するものばか りでなく、パ行 とバ行
のように半濁音と濁音の対立もある。今回の実践研究では、清音の濁音化、濁音の清音化、
濁音の半濁音化な ど、次のような誤用が観察された。
内容 正しい発音 誤 った発音 学習者の母語
笑って1わ らって わらっで 台湾国語
私1わ た し わだ し 台湾国語
ベ トナ ム1ベ トナ ム ペ トナー ム 普通話
江東区 こうと うく こ うと うぐ 普通話
姿 すがた すかた 普通話




台湾の母語話者 には 、rナ行」 とrラ 行」、そ してrナ 行」、rダ行」 とrラ 行」の誤 り
も散 見され た。 目本語のラ行[f]の近似音 としては、中国語 の[1]の音がある。 しか
し、ラ行子音[fコは舌先 と接す る位置が[1]よ り少 し奥であ り、接触面積 も狭 い。 こ
れ らの音は、近似音に聞こえ混同がお こ りやすい。また、中国語の[n]と[1]は 調音
点が歯茎で同 じであるとい う音声的類似 点を有する。さらに、ラ行 とダ行音の混同に も
見 られ るよ うに、調音点が同 じ日本語の[d]を加 えた三つの間での間違いが見 られた。
内容 正 しい発音 誤った発音 学習者の母語
中野区 なかの く らかの く 台湾国語
なんだけ ど なんだけど だんだけど 台湾国語
話 します はなします はらします 台湾国語
ネパール ネパール れ パ ール 台湾国語
4.3特殊モーラ
日木語 には、音の時間的単位 と してモー ラとい う単位 がある。漢字1字 に対 し1音 節
が基木単位である中国語を母語 とす る学習者 にとって、一拍 の長 さを持つ 日木 語の特殊
モー ラ、長音〆R/、促音/Q!、搬音〆N/は、習得 しに くい ものの一っである。長音 ・短音
の区別のない中国語母語話者にとっては、長音や促音を1モー ラに聞き取ることができず、
表記を誤 る例 も散見された,ま た1モ ー ラととらえずに発音された語は、意味の違いを生
じさせるだけではなく、口木語 らしいリズムに聞こえてこない。
また、挺音では中国語の音節 との混同が見 られた。つま り、中国語母語話者 が 日本語 を
話す際には、1モ ー ラを有す るrン 」が、中国語の1音 節の中の一n、一ngと混 同され て
しまい、単な る音節内の音 として発音 されることが よくあった。
内容 正 しい発音 誤った発音 学習者の母語
医学 いがく い一 が く 普通話
シ ヤ ワー シヤ ワー シヤ ワ 台湾国語
ニ ックネ ー ム ニ ックネ ー ム ニ クネ ー ム 台湾国語
金曜 [kiNjol] [1d皿D=] 普通話
プレゼ ン ト プ レゼ ン ト(5拍) プ レゼnト(4拍) 台湾国語
4,・主 アクセ ン ト
日本語、中国語のアクセン トは、ともに語句を構成す る音節 の高低によ り対 立が認 め
られるr高 低ア クセ ン ト」に属す るとされ る。しか し、中国語のアクセン トは、一つ一
っの音節 に付与 された ものであ り、モーラ間の相対的な高低が問題になる 日本語 のアク
セ ン トとは異なる。中国語のr声 調」では高 さの変化 は音節 内にあ り、一語の 中で も何
度 も音 の高低が変化す るが、 日本語のrア クセン ト」では、一度下がった もの は二度 と
上が らない。
アクセ ン トの誤用にっいては、それぞれの語 によって異 な り、典型的である と考え ら
れる ものは観 察され なかった。一語 の中で音 の高低 が何度も変化 しうる中国語母語話者
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に とっては、長 い語の平板化は難 しく、その誤用 がい くっか観察 された。
内容 正 しい発音 誤 った発音 母語
勉強する べんき ょうする べ んきょうする 普通話
就職相談所 しゅ うし ょくそ うだ ん
じよ
しゅ うしょ くそ うだ ん
じよ
台湾国語
あかい りん ご あかい りんご あかい りん ご 普通話
や さ しい先生 や さしいせんせい や さしいせんせ い 普通話
5.実際の発音指導について
上記の問題 について、実習中お よび宿題 コメン トシー トにて次のような指導を行った。
5,1母音の問題
単音の発音 については、第1課 日本語の音で練習する。その際には、促 音、搬音の
異音 を認識 させ 、発音指導を行 った。実習中に母音の発音 に問題があると考 えられたの
は、台湾人学習者Lの ん/と中国人学習者 の〆e/の発音 であ る。知覚には問題 がないが、
生成 になる と母語の干渉 と、思われ る誤用が見 られ た。
/u/に関 しては 、「唇を丸めて発音 しないこと」を確認。 さらに、 日本語の/u/は、中
国語 のように緊 張を伴わない ことを指摘 し、リラ ックス して発音す るよう指導 した。ま
た、中国語の/u/で日本語を発音す ると、r宿題」→rし ゅっくだい」のよ うに促音が入
った よ うに聞 こえて しまうことを伝えた。
/e/は、中国語 の単純母音の中に単独にないので、二重母音/ei/などで発音 されて し
ま う。例 えば、 「千 円」「せんえん」[seNen]が、「しえんえん」[sieNεn]に聞 こえて し
まい 、日本語の音質的には2モ ー ラになって しま う。ただ し、時間的には2モ ー ラに達
していないので 、意味は変わらないが、子 どもっぽい印象 を与えて しま うのではないか
と思われ る。指導 では、まず、学習者の発音は、表記で表す とrせ 」がrし え」に聞こ
えることを指摘。 また、3モー ラであ るrえ いが」がrえ いが」となることで、2モ ー
ラに聞 こえて しま う発音をする学習者 は、モデル発音 を提示す ると、容易 に直る。そこ
で・ 日本語の/e/が正 しく調音できるよう、誤用 と正 しい発音 のモー ラを数 えて違いを
明確に し、学習者 が認識できるよ うに指導を行った。
5.2清濁の聞題
母語 に有声、無声での対立を もたない中国語母語話者 に とって清濁の区別は、発音習
得上の大きな問題点である。J、Lともにこの問題は見 られ たが、特に/t/と/d/の誤用
が 目立 った。また、」 には清音の濁音化だけではな く、ノgノを/kノで発音 して しま う濁
音の清音化 とい う現象 も観 察された。
学習者 の発音 とモデル発音 を比較 し、知 覚ができるか確認。さらに学習者の発 音を表
記 にあ らわす と、濁音に近いこ とを示 した。 また、 目本語の/t/は中国語の/t/に比べ
て・呼気が弱いので・中国語の無気音/d/に近 く聞 こえて しま うが、/d/の音ではない
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ことを指摘、 さらに無 声 と有声の対立 を確認するため、「ああだ あ」 「ああたあ」(戸田
2004、pp96～97)の発音練習を行い有声の時は喉が振動するこ とを確認 し発音指導 した。
5.3ナ行 とラ行の混同
これ は、Lのみ に観察 され た誤用であるが、ナ行が鼻音化せ ずに、ラ行で調音 されて
しま う。
学習者 の発音を記述すると、ナ行が ラ行 に近いこ とを認識 させ た。その後、ナ行が鼻
音化す るかを確認す るために、鼻をっまんで息が抜けているかを確かめた。中国語に も
近い音 があるので、比較的つかみやすい音であったのではないか と思われる。また、教
科書の ミニマルペアの 「だん(壇)な ん(何)ら ん(蘭)」 な どを使って練習 した。(戸
日]2004、PP97～99)
5.4特殊モー ラσ)問題
長音、促音 、撲音の問題は、 日本語の リズムに影響す るため、まず 日本語のモーラを
把握す る練習 を行った。第2課 では、rオース トラリア」、rオース トリア」などの国名
や地名、電話番号 さらに、r月(ゲ ッ)・火(カ ア)・金(キ ン)」等の曜 目を使って拍感
覚を養 う練習を実施(戸 田2004)。第3課 の俳句 ・川柳 では、(戸田2004)指を折るモ
ー ラカ ウンテ ィングにより、母国語にはない長音、促音、搬音が1モ ー ラになることを
繰 り返 し練習 した。
長 音、促音が短 くなる誤用には、教科書の指導書にもある通 り、特殊拍を含む2拍 ご
とに手をたたいて リズムを取 りなが ら発音す る練習が有効で あった。以前は、拍を強調
す るあま り、一拍 ごとに手をたたいて指導 していた。しか し、手 をたた く動作と実際 の
1モー ラの発音の持続時間が異 なるため、一拍ずつ発音す ると滑 らかに聞こえないこ と
が問題になっていた。特殊拍 は、必ず前の拍 と一緒 に リズムを構成す るところか ら、特
殊拍 を前の音 とセ ッ トとして とらえ、2拍で発音できるように指導。このよ うな練習で 、
より目本語 らしい発音練習が指 導で きることを実感 した。
また、長音、促音、擾音を含む音が視覚的 に、1モ ー ラになるとい うことを実感 させ
るため、1モ ー ラを1マ スで示 した単語カー ドを見せ、視覚 ・聴覚両面か らの知覚を促
す ように心がけた。
5.5アクセン トの問題
ア クセ ン トに関 しては、それぞれの語によ り異 なる誤用が観察 され た。今回の実習で
は、第5、6、7課 で名詞、い形容詞、動詞 のア クセ ン トを練習 した。その中で、学習
者は、ミニマルペアの練習を行い 、高低 アクセン トが意味の違いをもた らすこ とを学習
す る。その後 も、複 合語のア クセン トの原則や形容詞、動詞の活用アクセン トにつ いて
体系的に学習が行 う。
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実習では、学習者に、ア クセン トの高低を意識 して もらうために、 どこか ら下がる
か とい うことを適宜質問 し意識付けを行った。複合名詞の規則 を示 し、応用 しなが ら練
習。形容詞、動詞に関 しては、活用ごとに、い くつ もの語 を発音練 習させ ることで、ア
クセ ン ト体系の意識付 けの訓練になった と思われ る。今までは、形容詞なら、一っの語
を、 「ます形、た形、て形、ない形」で発音させ なが ら練習 を行って きたが、「ます形」
だ け、rた形」だけを集 中的 に発音練習す る.ア クセン トに対する感覚がよ り明確化 し
たのではないか と考察 され る。また、音の高低を図示 し、拍 と高 さの関係が一 日でわか
るよ うに指導 を実施。指導の際には、声の高低を右か ら左へ手 を動か しなが ら、高低差
を しめ してモデル発音 を聞かせた。また、名詞のあ とに続 く助詞 、助動詞類を入れなが
ら練習 し、尾高型 と平板型の復習を意識付けのために積極的に行った。
6,指導 における実習者の視点
今回の実習では、日本語 母語話者 と非母語話者が組 にな り、一人は実習者、一人は見
学者 とい う形で、一週交代に進めていった。実習 中は、学習者 の音声に対 しネイテ ィブ
ス ピーカー と学習者 とい う異なった視点か らのアプ ローチが観察された。
日本語母語話者か らの視点1
日本語 母語話者であ る実習者 は、中国語の学習経験がある。中国語の音韻体系はある
程度理解できるゆえ、中国語の どういった音が 日本語に影響を与えるかについて は、程
度予想で きた.し か し、系統だった音声指導は初めての経験である。母語である日本語
の発音を指導するこ とは、自らが語、文そ して談話を無意識に発音 しているため、それ
を どのよ うに調音 し、発話す るヴ)かとい うことに対 し意識化 していない とわか りにくい
指導 をす る二とになって しまう。学習者 の立場 に立って意識化す ることの重要性 を認識
した。発音指導に際 しては、意味の違いを生 じない レベ ルでの訂正を心がけたが、結果、
それが一般 の 目本人の耳に意味の違いを感 じさせない レベルなのか、教師 として語 を予
想で きる レベルであるのか、判別が付かな くなっている傾 向も見られた。また、目本語
母語話者 と、韓 国語母語話者 で、学習者 の誤用 を指摘する際に、異なった傾向が見 られ
たの も興味深い。 日本語 母語話者は、rナ行」 とrラ 行」、rせ」 とrし え」な どの単音
レベルの指摘が多かったのに対 し、韓国語母語話者か らの指摘 は、rアクセン トの誤用」
を指摘 した ものが多い。さらに 「濁音の清音化」を指摘す るもの も韓 国語母語話者か ら
しか見 られなかった。
韓国語母語話者の実習者か らの視点1
母語は韓国語であ り、中国語 に関す る知識はほとん ど無かったが、韓国語母語話者に
よく見られ る誤用が中国語母語話者に も頻繁に見 られた ことについては、興味深 く観察
できた・清音 と濁音の誤 りや、特殊拍 の誤 りにおいては、特にその ような傾向が見 られ
たので、宿題 コメン トには、気を配って参考 になる内容 を記述 した。
一116一
日本語教育実践研究 創刊号
漠然 と考えていた発音の指導に対 して、今回の実践を通 して教材の扱い方、指導の際
に学習者に対す る配慮な どの指導 を受け、学習者にわか りやすい指導を実行す る教え方
を体得 した。実際に指導を進めてい くと、指導の準備 をす る間 に、指導者だけが理解 し
て しまい、学習者に説明す るス ピー ドが速 くなって しま うときもあったので、指導の前、
学習者の注意 を引き、学習者 自らに考 えさせ る間をお くことがよ り効率的だ と思 った。
また、学習者がその課で何ができていて、何ができていないか 、何 を難 しく思ってい る
かを指導 と同時に把握 し対応すべきであると理解 していたが、実際は対応 しきれ ないま
ま指導が終わ り、後になって気 付く場合 もあった。これ らの問題 を整理 し解決す るため
には、指導の後に反省 を繰 りかえ しなが ら残った問題点 を改善す ることが大事だ と感 じ
た。
7.受講後 の学習者の意識
実習後の学習者へのイ ンタビューを行い、学習者が どのよ うな二一ズを持って発音 ク
ラスに参加 し、今回の実習を通 じて何が変わったか を質 問 した。




やは り、コミュニケー ションの中で、自然な 日本語 を使 いたい とい う意識が高 いこと
がわかる。 また、今回の実践研究の到達 目標の一つがr自 己の発音の問題に気 づき、意
識化す ること」であるよ うに、学習者の意識の中で、自らの発音が どの ように異 なって
い るかを意識化す ることは、何 よ りも重要な ことで、発音習得 を促進 させ るものだと思
われる。
また、実習生L対 学習者2と い う小 グループで練習が進む ことについて は、発話の機
会が増 えることを重視 し、概ね好意的に評価 していた。
小グルーブの発音練 習において も、学習者は 自分 な りの 日本語の発音の基準 を持って
聞 き取 りを行ってい る。同じグループの学習者の発音を聞きなが ら、それが 目本語ら し
い発音であるかあるいは、自分の発音 とどう違 うか、な ど常に関心を持ってい ることが
分かった。実際、学習者の問で も指導の回数が進 むにつれ 、お互いの発音 を直 し合 うな
どの行動が見 られ、 自己モニ ター能力の育成状況が観察できた。
単音 レベルか ら始 まった第1課 に比べ、第10課 の自己紹介 での学習者 の発音は単音
やアクセ ン トの誤 りが減 り、滑 らかな発音になった と自らも考 えてい るようである。常
に自己 と他者 との差異 に関心 を持って受講 していた ことは、今回のインタビューでよ り
明確にな った。
また・学習内容 の中で学習者 にとって困難であると感 じた内容は次の通 りである。単
音 レベルに比較的誤用 が多く見 られたJは 外来語音が難 しかった ようだ。また、受講当
???
初は発話が少 なく、ゆっく り考える傾向があるLに は、話 しこ とばの変化や ロールプ レ
イの練習 時に表現 したい ことを うまく表現す ることがで きずに困難だ と感 じていたよ
うである。初級学習者に とって、自らが役割を演 じるロールプ レイは容易ではないだろ
う。 しか し、Lの宿題 のロールプ レイを聞 くと一人二役を演 じなが ら、む しろ練習時よ
りも生 き生 きと自然 な会話で演 じている。実習者の予想以上に、学習者は、あいづ ちや
話 し言葉な ど 日常会話 の音声表 現を学び たい とい う高い欲求 を持 ってい ることを感 じ
た。
8,おわ りに
今回の実習は、効 果的な音声指導 に配慮 した小 グループでの実習であった。それ は、
学習者の反応が即時 に見えやすい とい う意味で、常に臨機応変 に対応 しなければな らな
い とい う現場での問題 を実感することができたと思 う。また、母語別に編成 された学習
者のグ/レー プに対 しては、実習者 自身が学習者の母語の音韻体 系を考察 しなが ら指導 し
ていったのでよ りきめ紐かく対応で きたのではないか と思われる。しか し、実習後 も依
然 としてr音 声教育の知識 を実際の授業で どう生かすか」、r学習者に 目本語の発音 をど
う定着 させるか」な ど常に意識 しなければならない疑問や課題 は山積 している.
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